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技術の特徴
・特異的結合蛋白質およびビアコアを用いた測定系
・測定の自動化に対応。
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研究の内容
EshAは放線菌において見いだされた

巨大複合体を形成する蛋白質である

EshA蛋白質は放線菌の抗生物質

生産を制御する

EshA蛋白質の特的結合能を利用したcAMP測定系の開発

今後の展開
・様々な試料を用いての有用性の確認
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